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　6年間継続的な支援を行ってきた東日本大震災
災害支援プロジェクトの活動は、平成28年度をもっ
て一つの区切りとし、今後は必要に応じて学校の行
事等に参加することとしました。
　平成29年度は、心のケア・カウンセリング活動と、
花山宿泊研修（5年生）へ参加しました。
　心のケア・カウンセリング活動は、相談内容から
その後の見守りケア的関わりが必要と考え、徐々に
関わりを少なくする上での引き継ぎとして3回実施し
ました（詳細報告は以下参照）。
　また、学校行事であり被災後に最初に入学した5
年生が対象の花山宿泊研修に4名の学生が参加し
ました。多くの児童がこれまでの学習支援に参加し
ており、顔見知りの多い学年でした。一方、参加し
た学生のうちの一人は、この支援プロジェクトに関
わりを持ちたいという希望から松本大学に入学し
た学生で、積極的な働きが高い評価を得ました。

　この支援プロジェクトの経験を今後、学内の防
災士養成に活かしていく動きがあり、内なる学びの
充実に展開していけたらと思います。

花山宿泊研修出発の様子

Ⅲ．ボランティア活動報告

１．松本大学東日本大震災災害支援プロジェクト

（1）平成29年度活動概要
松本大学東日本大震災災害支援プロジェクト　代表　尻無浜　博幸

はじめに
　世界を震撼させた東日本大震災からアニバーサ
リー反応（anniversary reaction）が起こりやすい
7回目の日を迎えた。かつて経験したことがない大
震災（大津波・大地震・長期にわたる余震・大勢の
犠牲者や行方不明者）が残したあまりにも甚大な
被害、未だ癒えることのない深い心の傷、トラウマ、
フラッシュバック、健康被害。さらに『一歩でも前
へ』の復興や、通常の生活も、家族も、地域社会も
一変して加わるストレス、孤独死など次から次へと
襲う難問が7年間絶えることがなかったように思う。
石巻を訪れる度にその深さに心が痛んだ。
　この間、被災地の皆様から震災後のトラウマやス
トレス、さらに人間本来の生き方・現代社会の反省 

点等々沢山教示いただき、その時々できること（皆
様に会いその様子にほっとさせていただく、話を精
一杯お聞きする、カウンセリング……）を唯々夢中
でさせていただくことしかできていなかった。
　特に遠方支援の我 （々毎日毎日が戦いの被災さ
れた方々ではないもの）に何ができたのか。唯 ご々
迷惑をお掛けしたのではと思いつつの7年間でも
あった。

（2）心のケア―カウンセリング報告
臨床心理士・スクールカウンセラー　古林　康江
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１．平成29年度引継ぎ（3回の訪問）
　最後の年に「引継ぎ」として3回の訪問の機会を
与えていただいたことに感謝しつつ、7年目の「引継
ぎ」（当地のスクールカウンセラー・養護教諭への
引継ぎ）について報告したい。

≪引継ぎと相談件数 3回で6日間の学校訪問≫
①1回目　6月15日（木）・16日（金）
②2回目　10月12日（木）・13日（金）
③3回目　3月8日（木）・9日（金）

訪問日 相　談　件　数 引継ぎ等の内容

①
 6 月15日 母親3　教員1　児童1 養護教諭ケース検討
 6 月16日 教員2　児童1 S.Cケース検討

②
10月12日 壁面の絵や作品等々の参観 校長引継ぎ・前校長と近況・養護教諭ケース検討

10月13日
母親3　教員1　児童1
クラス参観（1・4・6年）

養護教諭アンケート調査について
S.C&養護教諭引継ぎ

③
 3 月 8 日 養護教諭保健室登校A君相談 国府台アンケート結果養護教諭と検討
 3 月 9 日 児童1　母親2　参観（6年） S.C打ち合わせ

合計 17件 9回

2．平成29年度のアンケート結果
　こころとからだのアンケート　集計結果　【児童用　Ｂ】 Ｈ29．7実施 大街道小

児童用Ｂ　【全校】
H23.6 H24.7 H25.7 H26.7 H27.7 H28.7 H29.7

1 勉強に集中できない 0.79 0.70 0.67 0.70 0.68 0.51 0.57
2 眠れなかったり，途中で目が覚める 0.96 0.78 0.93 0.92 0.65 0.80 0.86
3 いやな夢や怖い夢を見る 0.88 1.04 0.91 0.78 0.89 0.85
4 ご飯がおいしくないし，食べたくない 0.21 0.22 0.31 0.25 0.13 0.28 0.25
5 頭やおなかが痛かったり，体の調子が悪い 0.70 0.56 0.72 0.57 0.63 0.81 0.77
6 おしっこやトイレの回数が増えた 0.39 0.34
7 むしゃくしゃしたり，いらいらしたり，かっとしたりする 1.00 0.73 0.85 0.99 0.79 0.86 0.82
8 いやなことを思い出させる場所や人や物事を避けてしまう 0.52 0.53 0.48 0.34 0.43 0.49
9 小さい音でもびっくりする 0.92 0.53 0.56 0.56 0.46 0.50 0.73
10 ちょっとしたきっかけで，地震や津波のことを思い出してしまう 1.53 0.80 0.91 0.82 0.66 0.65 0.70
11 何をやっても楽しくない 0.26 0.15
11 ときどき起こる地震がこわい。 1.06 1.00 0.79 0.73 0.93
12 自分を責めてしまう 0.61 0.84 0.85 0.73 0.84 0.95
13 一人ぼっちの気がする 0.46 0.36 0.43 0.40 0.25 0.34 0.48

平　　　均 0.72 0.54 0.74 0.70 0.57 0.65 0.71
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3．�相談内容、アンケート結果、地域視
察などから見た7年間

　アンケート調査結果においては、1年目、3年目、4
年目、7年目が高得点であった。
① 先ず、自分探し、現在の自己を見つめなおし、受

け入れ、築き直しの作業。と同時に様々な支援
機関やボランティアの受け入れ。

② 家族や親類関係の現状を受け入れ、築き直しの
作業。と同時に諸々の継承してきたものの整理。

③ 職場の変化や、職場の人間関係の変化へのスト
レス。

④ 隣組の現状を受け入れ、築き直す（変化の差に
かなりのストレスと時間がかかった様に思う）、
仲間外し、いじめ、妬み……学校生活の中にも
不登校児童数全国1位に！相談件数の上昇！災
害初期のトラウマにより母から離れられない分
離不安とは少し違う復興や父母の忙しさからの
孤独感・近隣の軋轢（生活の格差・妬み・仲間
外し……）。

　 地域社会⇒他地域へのストレスによる不登校児
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の増加と思われる。
⑤今 年度の相談は不登校・移転＆転校（高台への

移転）・引継ぎケースの検討

4．信濃毎日新聞記者同行
　最終回となった3月8日・9日の活動には、信濃毎
日新聞松本本社の長沼記者が同行し、取材を行っ
ていただいた。

≪3月10日記事より≫ 　　　≪4月17日記事より≫
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教職員の皆さんに最終回のお礼のご挨拶

高田養護教諭・安部S.C・古林で引継ぎと事例検討

同行した観光ホスピタリティ学科4年 宮阪絢子さん
と大街道小学校の子どもたち

　終わりに、何時も笑顔で出迎えてくださった大街
道小学校の教職員や児童・保護者、また、地域の
皆様にお礼申し上げたいと思います。また、何時も
細やかな準備を何時もテキパキと整えていただい
た松本大学東日本大震災支援プロジェクトチーム
の皆々様にお礼申し上げ報告いたします。


